
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

100 ％

■卒業者に占める就職者の割合
※２

92.3 ％

（平成 28

2 名 5.7 ％
平成28年4月1日時点において 在学者 35 名 （平成28年4月1日入学者を含む）
平成29年3月31日時点において在学者 33 名 （平成29年3月31日卒業者を含む）

就職等の
状況

主な資格・
検定等

■ファイナンシャルプランニング検定３級・２級
■日商簿記検定３級
■秘書検定３級・２級
■MOS(Word,Excel,PowerPoint,Access)
■リテールマーケティング検定３級
■コンピュータ会計能力検定
■硬質書写検定

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ URL:http://www.numasen.ac.jp/

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■中途退学の主な理由

　　　進路変更のため

■中退防止のための取組

　担任制を取っており担任が毎日の出欠席をチェックしている。担任が授業の欠課数に応じて保護者連絡や保
護者を交えた３者面談を実施している。
　さらに、毎週の系会議や運営会議にて学生動向について報告、対応策を検討している。また、精神的な悩みを
持っている学生に対し、学校専属のカウンセラーにて週１回希望者に向けてカウンセリングを受けることができる
仕組みを取り入れている。

■就職率※１　　　　：

：
■その他

海外留学１名

年度卒業者に関する

平成29年5月1日 時点の情報）

日本郵便株式会社、税理士法人トップ、イワサ
キ経営グループ、株式会社シー・アイ・シー、
バリュー・トーカイ株式会社、株式会社エー・エ
ル・シー、株式会社ヒノデ、株式会社エイジェッ
ク、有限会社ワイ・エス、東海エレベーター株
式会社、株式会社ウェルビーイング　他

長期休み

■学年始め： 4月 1日～ 4月 10日
■夏　　季： 8月 1日～ 8月31日
■冬　　季：12月20日～ 1月 10日
■学 年 末： 3月21日～ 3月31日

卒業・進級
条件

・必須科目及び選択必修科目において不可がない
こと。
・出席率が85%以上であること。
・学納金が未納でないこと。

生徒指導

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類

・指導教員との面談
・家庭連絡により保護者と連携して指導

■サークル活動： 有

■長期欠席者への指導等の対応 校外清掃活動、ハイキング、研修旅行、学園祭、
サークル活動

11
人

13
人

学期制度
■前期：  4月1日～9月30日
■後期： 10月1日～3月31日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法

40
人

46
人

2
人

学期末に試験を行い、平素の成績と合わせて、60
点以上を合格とする。

単位時間

生徒総定員 生徒実員 専任教員数 兼任教員数 総教員数

実験 実技

2 昼間 2040 0 1890 150 0 0

商業実務 商業実務専門課程 ビジネス科
平成22年文部科学省告

示第153号
-

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習

目
的

　企業の事務業務に求められるマナーやビジネスソフトの利用技術を習得し、さらに企業会計や生活設計・資産運用に
必要な知識に関する公的資格を取得し、地元企業の事務職として求めらる人材の育成を目的とする。

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人
静岡理工科大学

昭和27年3月31日 橋本　新平
〒420-8538
静岡県静岡市葵区相生町１２－１８

（電話） 054-200-3333

沼津情報・ビジネス
専門学校

昭和58年3月22日 鈴木　経康
〒410-0804
静岡県沼津市西条町17番地1

（電話） 055-961-2555

（別紙様式４）

平成29年10月1日
職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地



【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

100 ％

■卒業者に占める就職者の割合
※２

100 ％

（平成 28

6 名 7.6 ％
平成28年4月1日時点において 在学者 79 名 （平成28年4月1日入学者を含む）
平成29年3月31日時点において 在学者 73 名 （平成29年3月31日卒業者を含む）

沼津情報・ビジネス
専門学校

昭和58年3月22日 鈴木　経康

〒410-0804
静岡県沼津市西条町17番地1

（電話） 055-961-2555

（別紙様式４）

平成29年10月1日
職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

目
的

　働く女性や複雑な家庭環境が増える中、社会のニーズに応えられる保育士・幼稚園教諭の育成が急務となっている。
保育・教育のプロとしての技術・能力・視野と感性を養い、即戦力として活躍できる保育士・幼稚園教諭を育成し、地域に
輩出していくことを目的とする。

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人
静岡理工科大学

昭和27年3月31日 橋本　新平
〒420-8538
静岡県静岡市葵区相生町１２－１８

（電話） 054-200-3333

教育・
社会福祉

専門課程
（教育・社会福祉）

こども保育科
平成22年文部科学省告

示第152号
-

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習

単位時間

生徒総定員 生徒実員 専任教員数 兼任教員数 総教員数

実験 実技

3 昼間 3225 1105 2450 300 0 0

14
人

16
人

学期制度
■前期：  4月1日～9月30日
■後期： 10月1日～3月31日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法

100
人

86
人

2
人

学期末と学年末に試験を行い、平素の成績と合わ
せて、60点以上を合格とする。

長期休み

■学年始め： 4月 1日～ 4月 10日
■夏　　季： 8月 1日～ 8月31日
■冬　　季：12月20日～ 1月 10日
■学 年 末： 3月21日～ 3月31日

卒業・進級
条件

・必須科目及び選択必修科目において不可がない
こと。
・出席率が85%以であること。
・学納金が未納でないこと。

生徒指導

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類

・指導教員との面談
・家庭連絡により保護者と連携して指導

■サークル活動： 有

■長期欠席者への指導等の対応 校外清掃活動、ハイキング、学園祭、
保育・教育実習、ボランティアなど

就職等の
状況

■主な就職先、業界等

主な資格・
検定等

■保育士
■幼稚園教諭二種
■社会福祉主事
■幼稚園・保育園のためのﾘﾄﾐｯｸ指導資格
■おもちゃｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ養成講座
■話しことば検定
■幼児体育指導者資格
■救命救急法ﾒﾃﾞｨｯｸ･ﾌｧｰｽﾄｴｲﾄﾞ(MFA)

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ URL:http://www.numasen.ac.jp/

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■中途退学の主な理由

進路変更のため

■中退防止のための取組

　担任制を取っており担任が毎日の出欠席をチェックしている。担任が授業の欠課数に応じて保護者連絡や保
護者を交えた３者面談を実施している。
　さらに、毎週の系会議や運営会議にて学生動向について報告、対応策を検討している。また、精神的な悩みを
持っている学生に対し、学校専属のカウンセラーにて週１回希望者に向けてカウンセリングを受けることができる
仕組みを取り入れている。

■就職率※１　　　　：

：
■その他

年度卒業者に関する

平成29年5月1日 時点の情報）

保育所：野中保育園、わかくさ保育園、み
どりご保育園
幼稚園：西ヶ丘幼稚園、しょうえい幼稚園



【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

100 ％

■卒業者に占める就職者の割合
※２

97.3 ％

（平成 28

1 名 1.4 ％
平成28年4月1日時点において 在学者 74 名 （平成28年4月1日入学者を含む）
平成29年3月31日時点において在学者 73 名 （平成29年3月31日卒業者を含む）

沼津情報・ビジネス
専門学校

昭和58年3月22日 鈴木　経康
〒410-0804
静岡県沼津市西条町17番地1

（電話） 055-961-2555

（別紙様式４）

平成29年10月1日
職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

目
的

　社会の高度情報化に対応できるＩＴ技術者へのニーズに応えるため、情報全般に幅広い知識を持ち、業務系や制御
系、Ｗｅｂ系などのシステム開発能力を持った技術者を育成し、情報処理業界へ就職させることを目的とする。

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人
静岡理工科大学

昭和27年3月31日 橋本　新平
〒420-8538
静岡県静岡市葵区相生町１２－１８

（電話） 054-200-3333

工業 専門課程(工業） コンピュータ科
平成22年文部科学省告

示第153号
-

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習

単位時間

生徒総定員 生徒実員 専任教員数 兼任教員数 総教員数

実験 実技

2 昼間 2040 1050 1350 0 0 0

11
人

13
人

学期制度
■前期：  4月1日～9月30日
■後期： 10月1日～3月31日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法

40
人

90
人

2
人

学期末と学年末に試験を行い、平素の成績と合
わせて、60点以上を合格とする。

長期休み

■学年始め： 4月 1日～ 4月 10日
■夏　　季： 8月 1日～ 8月31日
■冬　　季：12月20日～ 1月 10日
■学 年 末： 3月21日～ 3月31日

卒業・進級
条件

・必須科目及び選択必修科目において不可がな
いこと。
・出席率が85%以上で年間出席時限数が425時限
以上であること。
・学納金が未納でないこと。

生徒指導

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類

・指導教員との面談
・家庭連絡により保護者と連携して指導

■サークル活動： 有

■長期欠席者への指導等の対応
校外清掃活動、企業見学、ハイキング、研修旅行、
学園祭、ＥＴロボコン参加

就職等の
状況

■主な就職先、業界等

主な資格・
検定等

・ＩＴパスポート試験
・基本情報技術者試験
・応用情報技術者試験
・Ｃ言語能力認定試験
・Microsoft Office Specialist
・CompTIA IT Fundamentals

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ URL:http://www.numasen.ac.jp/

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■中途退学の主な理由

1名：進路変更のため。

■中退防止のための取組

　担任制を取っており担任が毎日の出欠席をチェックしている。担任が授業の欠課数に応じて保護者連絡や保
護者を交えた３者面談を実施している。
　さらに、毎週の系会議や運営会議にて学生動向について報告、対応策を検討している。また、精神的な悩み
を持っている学生に対し、学校専属のカウンセラーにて週１回希望者に向けてカウンセリングを受けることがで
きる仕組みを取り入れている。

■就職率※１　　　　：

：
■その他

大学進学者1名

年度卒業者に関する

平成29年5月1日 時点の情報）

テックインフォメーションシステム㈱、東京
システムズ㈱、㈱メトロ、富士通エフ・アイ・
ピーDC㈱など



【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

95 ％

■卒業者に占める就職者の割合
※２

86.3 ％

（平成 28

1 名 1.8 ％
平成28年4月1日時点において 在学者 53 名 （平成28年4月1日入学者を含む）
平成29年3月31日時点において 在学者 52 名 （平成29年3月31日卒業者を含む）

就職等の
状況

■主な就職先、業界等

主な資格・
検定等

■公益財団法人日本医療保険事務協会主催
　　　　　　　診療報酬請求事務能力認定試験
■一般社団法人医療秘書教育全国協議会主催
　　　　　　　医療秘書技能検定試験
■一般社団法人医療秘書教育全国協議会主催
　　　　　　　医事コンピュータ技能検定試験
■一般社団法人医療秘書教育全国協議会主催
　　　　　　　電子カルテ実技検定試験
■一般社団法人医療秘書教育全国協議会
　　　　　　　医師事務作業補助技能認定

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ URL:http://www.numasen.ac.jp/

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■中途退学の主な理由

進路変更のため

■中退防止のための取組

　担任制を取っており担任が毎日の出欠席をチェックしている。担任が授業の欠課数に応じて保護者連絡や保
護者を交えた３者面談を実施している。
　さらに、毎週の系会議や運営会議にて学生動向について報告、対応策を検討している。また、精神的な悩みを
持っている学生に対し、学校専属のカウンセラーにて週１回希望者に向けてカウンセリングを受けることができる
仕組みを取り入れている。

■就職率※１　　　　：

：
■その他

年度卒業者に関する

平成29年5月1日 時点の情報）

医療法人社団　親和会　西島病院
一般財団法人 富士脳障害研究所附属病
院　　他

長期休み

■学年始め： 4月 1日～ 4月 10日
■夏　　季： 8月 1日～ 8月31日
■冬　　季：12月20日～ 1月 10日
■学 年 末： 3月21日～ 3月31日

卒業・進級
条件

・必須科目及び選択必修科目において不可がない
こと。
・出席率が85%以上で年間出席時限数が425時限
以上であること。
・学納金が未納でないこと。

生徒指導

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類

・指導教員との面談
・家庭連絡により保護者と連携して指導

■サークル活動： 有

■長期欠席者への指導等の対応
校外清掃活動、ハイキング、研修旅行、学園祭

13
人

15
人

学期制度
■前期：  4月1日～9月30日
■後期： 10月1日～3月31日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法

40
人

52
人

2
人

学期末と学年末に試験を行い、平素の成績と合わ
せて、60点以上を合格とする。

単位時間

生徒総定員 生徒実員 専任教員数 兼任教員数 総教員数

実験 実技

2 昼間 2040 420 1470 150 0 0

商業実務 専門課程（商業実務） 医療事務科
平成22年文部科学省告

示第153号
-

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習

目
的

高齢者・患者の増大に伴い、医師を始めとする医療専門職の負担が増大する現代において、その補佐および援助を行う
医療事務員の育成は医療現場において必須であると考える。今後必要とされる医療事務員は診療報酬請求能力のみな
らず、接遇やマナー、医療基礎知識をも兼ね備えた、即戦力として活躍できる人材である。これらの能力を育成し、地域
社会に貢献できる医療事務員を輩出していくことを目的とする。

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人
静岡理工科大学

昭和27年3月31日 橋本　新平
〒420-8538
静岡県静岡市葵区相生町１２－１８

（電話） 054-200-3333

沼津情報・ビジネス
専門学校

昭和58年3月22日 鈴木　経康
〒410-0804
静岡県沼津市西条町17番地1

（電話） 055-961-2555

（別紙様式４）

平成29年10月1日
職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地



【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

100 ％

■卒業者に占める就職者の割合
※２

100 ％

（平成 28

6 名 13 ％
平成27年4月1日時点において 在学者 46 名 （平成28年4月1日入学者を含む）
平成28年3月31日時点において在学者 40 名 （平成29年3月31日卒業者を含む）

沼津情報・ビジネス
専門学校

昭和58年3月22日 鈴木　経康
〒410-0804
静岡県沼津市西条町17番地1

（電話） 055-961-2555

（別紙様式４）

平成29年10月1日
職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

目
的

　コンピュータやネットワーク技術の進歩に同期して新たなゲーム開発手法が採用される業界ニーズに応えるため、情報
技術全般の知識と基礎的なゲーム開発手法を習得し、業界の求める人材像に合うクリエイタを育成することを目的とす
る。

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人
静岡理工科大学

昭和27年3月31日 橋本　新平
〒420-8538
静岡県静岡市葵区相生町１２－１８

（電話） 054-200-3333

工業 専門課程(工業） ゲームクリエイト科
平成22年文部科学省告

示第153号
-

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習

単位時間

生徒総定員 生徒実員 専任教員数 兼任教員数 総教員数

実験 実技

3 昼間 3060 540 2520 540 0 0

12
人

14
人

学期制度
■前期：  4月1日～9月30日
■後期： 10月1日～3月31日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法

60
人

64
人

2
人

学期末と学年末に試験を行い、平素の成績と合わ
せて、60点以上を合格とする。

長期休み

■学年始め： 4月 1日～ 4月 10日
■夏　　季： 8月 1日～ 8月31日
■冬　　季：12月20日～ 1月 10日
■学 年 末： 3月21日～ 3月31日

卒業・進級
条件

・必須科目及び選択必修科目において不可がない
こと。
・出席率が85%以上で年間出席時限数が425時限
以上であること。
・学納金が未納でないこと。

生徒指導

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類

・指導教員との面談
・家庭連絡により保護者と連携して指導

■サークル活動： 有

■長期欠席者への指導等の対応 　校外清掃活動、ハイキング、研修旅行、学園祭
　ボランティア活動

就職等の
状況

■主な就職先、業界等

主な資格・
検定等

基本情報技術者試験
Ｃ言語プログラミング能力認定試験
ＣＧエンジニア検定

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ URL:http://www.numasen.ac.jp/

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■中途退学の主な理由

進路変更のため

■中退防止のための取組

　担任制を取っており担任が毎日の出欠席をチェックしている。担任が授業の欠課数に応じて保護者連絡や保
護者を交えた３者面談を実施している。
　さらに、毎週の系会議や運営会議にて学生動向について報告、対応策を検討している。また、精神的な悩みを
持っている学生に対し、学校専属のカウンセラーにて週１回希望者に向けてカウンセリングを受けることができる
仕組みを取り入れている。

■就職率※１　　　　：

：
■その他

年度卒業者に関する

平成29年5月1日 時点の情報）

株式会社ビサイド、ソルトライブ株式会
社、株式会社すかいらーく、株式会社アイ
エスエフネット　等
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